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・順信寺の予定・ 

 

〇４月 12 日（火）午後 0 時より 「定例法話会」 布教使さんは、石狩市厚田区望来

の順誓寺の河野博文師の予定です。 

〇４月 28日（木）午後 1時より  「親鸞聖人ご命日のお参り」 

〇５月 12 日（木）午後 0 時より 「定例法話会」 布教使さんは、石狩市浜益区浜益

の天正寺の島地正孝師の予定です。どうぞ、聞きにいらしてください。 

「月に一度、1時間３０分、仏さまのお話しに耳を傾けてみませんか！！！」 

〇５月 28日（土）午後 1時より 「親鸞聖人ご命日のお参り」 

 

◎３月１３日午後 1 時より、春彼岸会を迎えるにあたりまして、順信寺の仏具磨きが

行われました。御協力を頂いた方々は、（順不同）山本三男さん、金子信子さん、駒形

直美さん、岡部節子さん、北本雄一さん、西野寿子さん、木村富美子さん、野口恵美

子さん、村田妙子さん、吉田道子さん、西澤恵津子さん、長屋文恵さん、左古荘毅さ

ん、鳥羽澄子さん、黒田キヨ子さん、禿朋隆、禿優子、禿覚英です。ありがとうござ

いました。また、よろしくお願いいたします。 

 

◎３月２１日に春彼岸法要を無事に勤めことが出来ました。有り難うございました。

順信寺はこれからもコロナウイルス感染防止に勤めながら仏法聴聞の行事を勤めて参

りたいと思います。よろしく御指導をお願い申し上げます。 

 

「その人を失った悲しみの深さは、実はそのまま生前その人から我が身が

受けていた贈りものの大きさであったのです。かけがえのない大きなもの

を贈られていたからこそ、その人を失ったことが、深い悲しみとなって迫

ってくるのです。」（宮城顗） 

～先月号にも載せさせていただいたのですが、今月はその言葉をもう少し長く書かせ

ていただきました。まさしく、そうだと思います。悲しい時は涙をながし、頂いたも

のの大きさ、深さに目覚めることが人間として大切なことをだと思います。 

 

 

「拝む人の上に拝まれるものの徳がはたらく。 

念仏者とはそういう姿だ」         （安田理深） 
 

「悲しみは共に悲しむ者が、ある時、ぬくもりを覚える」                                                                                                

（柳宗悦） 

 



 

「・・・愛情が与えられると、私たちの中には温かさと明るさが残る。支

配と抑圧と服従が与えられると、憎しみと恨みが残る。虐待が与えられる

と、心に傷が残る。・・・」という言葉がありました。戦争のない平和な世界を願

わずにはおられません。 

 三浦綾子さんは「一生を終えてのち残るのは、われわれが集めたものでは

なくて、われわれが与えたものである。」と言っていたそうです。 

 

◎納骨堂を所有の方は、納骨堂の仏具も磨くとピカピカになります。一度磨かれては

良いのではないかと思います。 

 

 

「花咲かす 見えぬ力を 春という 

 人と成す 見えぬ力を 仏という」 （「生きる」より） 

～見えない力、はたらき、を見ることができる人、感じることが出来る人でありたい

と思います。人間にとって大切なものである願い、喜び等はみな見えない世界のもの

なのです。形あるものを通して形のないもの、世界に触れていくということに仏教が

あると思います。 

 

 

「おてんとうさまが 見てござる」 

～生きるということは、なかなか思うようにはいきません。自慢をしたい気持ちにな

ったり、落ち込んだりの繰り返しになります。まさに優越感と劣等感の行ったり来た

りです。 

 ある先生は「石のような 心より なかったと自覚する以外に 道はない 

それが水の心である」と言っておられます。自分がどのような人間であるのか、そ

のことを知るのが一番間違いのない生きる道であると仏教は教えてくれているようで

す。 

 「裏を見せ 表を見せて 散る もみじ」と良寛さんは、うたっておられま

す。日々の生活の中で自分という人間を教えられ、その自分の事実に目覚めて、その

自分を精一杯生きていくということに尽きるのかもしれません。 

 

 

・忠峰コーナー 

「雪囲い 外してすっきり 花畑」 

 

「日がたつと 一年生も おきざりに」 


